
令和6年度 理科 科 ▼リスト

教科名等

対象学年 単位数 分類

3 D 2 必修選択 70 時間

教科担当・教材等

科目の目標

年間授業計画
学期

※生徒の理解度や担当者の工夫により進度が変わるため、必ずしも計画どおりに展開するものではありません。

教科書 東京書籍「新編物理基礎」

使用教材等

対象クラス 予定時数科目名

物理基礎演習

授業担当者名

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての概念や原理・法則についての基礎的・基本的な知識について理解を深める。
観察・実験の技能や，グラフの描写・読み取りなど科学的に探求する技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
自然の事物・現象を比較し，その違いに気がつくことができるようになる。観察・実験で得られた結果を図や表，言葉を用いて
説明できるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら問いを見出し，調査・探求等により，科学的に物事を考え，論理的に考察する力を身につける。自然科学と社会とのか
かわりについて，既習事項を踏まえてとらえようとする。

学習目標

A　単元名　総合
【知】個々の物理の基礎概念を理解し、力学・熱力学・電
磁気学・波動力学の各単元の内容をグラフや式を用い
て、定量的に捉えている。
【思】 物理の個々の基礎概念を組み合わせて、日常生
活に関わる問題など単元を横断した総合的な現象理解
について，見通しをもって観察，実験などを行い，得られ
た結果を分析して解釈し，表現するなど，科学的に探究
している
【態】) 自然現象に対してに主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとして
いる。また自己が立てた学習目標に即して計画を立て、
実行・改善を行おうとしている。
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A　単元名　力学・波動力学
【知】力学・波動力学の各単元内容についてグラフ
や式を用いて、定量的に捉えることができる。
こと。
【思】力学・波動力学における各単元の内容を組み
合わせて、日常生活に関わる問題など単元を横断
した総合的な現象理解について，見通しをもって観
察，実験などを行い，得られた結果を分析して解釈
し，表現するなど，科学的に探究している。
【態】) 力学・波動力学分野に関わる現象に対して
主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を
養うこと。。また自己が立てた学習目標に即して計
画を立て、実行・改善を行うことをできる。

B  単元名　波動力学・熱力学・電磁気学
【知】波動力学・熱力学・電磁気学の各単元内容用
についてグラフや式を用いて、定量的に捉えること
ができる。
こと。
【思】波動力学・熱力学・電磁気学における各単元
の内容を組み合わせて、日常生活に関わる問題な
ど単元を横断した総合的な現象理解について，見
通しをもって観察，実験などを行い，得られた結果
を分析して解釈し，表現するなど，科学的に探究し
ている。
【態】) 波動力学・熱力学・電磁気学に関わる現象
に対して主体的に関わり，科学的に探究しようとす
る態度を養うこと。。また自己が立てた学習目標に
即して計画を立て、実行・改善を行うことをできる。

単元・単元の具体的な指導目標
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A　単元名　原子・電子
【知】原子・電子の各単元内容についてグラフや式
を用いて、定量的に捉えることができる。
こと。
【思】原子・電子における各単元の内容を組み合わ
せて、日常生活に関わる問題など単元を横断した
総合的な現象理解について，見通しをもって観察，
実験などを行い，得られた結果を分析して解釈し，
表現するなど，科学的に探究している。
【態】)原子分野に関わる現象に対して主体的に関
わり，科学的に探究しようとする態度を養うこと。。
また自己が立てた学習目標に即して計画を立て、
実行・改善を行うことをできる。

B  単元名　総合
【知】総合的な問題を分解し、各領域の話題に落と
し込みグラフや式を用いて、定量的に捉えることが
できる。
こと。
【思】各単元の内容を組み合わせて、日常生活に
関わる問題など単元を横断した総合的な現象理解
について，見通しをもって観察，実験などを行い，
得られた結果を分析して解釈し，表現するなど，科
学的に探究している。
【態】)総合的な現象に対して主体的に関わり，科学
的に探究しようとする態度を養うこと。。また自己が
立てた学習目標に即して計画を立て、実行・改善を
行うことをできる。
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A　単元名　総合
【知】個々の物理の基礎概念を理解し、力学・熱力
学・電磁気学・波動力学の各単元の内容をグラフ
や式を用いて、定量的に捉えることができる。大学
入試共通テストで8割の得点率を取れるようになる
ことを年間数値目標とする。
【思】 物理の個々の基礎概念を組み合わせて、日
常生活に関わる問題など単元を横断した総合的な
現象理解について，見通しをもって観察，実験など
を行い，得られた結果を分析して解釈し，表現する
など，科学的に探究している。国公立個別入試で8
割の得点率を取れるようになることを年間数値目
標とする。
【態】) 自然現象に対してに主体的に関わり，見通
しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究し
ようとしている。また自己が立てた学習目標に即し
て計画を立て、実行・改善を行うことをできる。

A
大学入試共通テスト対策の演習

Ｂ
大学入試共通テスト対策の演習

指導項目・内容
A
大学入試共通テスト対策の演習

Ｂ
大学入試共通テスト対策の演習

A　単元名　原子・電子
【知】原子・電子の各単元内容についてグラフや式を用い
て、定量的に捉えられている。
こと。
【思】原子・電子における各単元の内容を組み合わせて、
日常生活に関わる問題など単元を横断した総合的な現
象理解について，見通しをもって観察，実験などを行い，
得られた結果を分析して解釈し，表現するなど，科学的
に探究している。
【態】)原子分野に関わる現象に対して主体的に関わり，
科学的に探究しようとする態度を養うこと。。また自己が
立てた学習目標に即して計画を立て、実行・改善を行お
うとしている。

B  単元名　総合
【知】総合的な問題を分解し、各領域の話題に落とし込み
グラフや式を用いて、定量的に捉えられている。
【思】各単元の内容を組み合わせて、日常生活に関わる
問題など単元を横断した総合的な現象理解について，見
通しをもって観察，実験などを行い，得られた結果を分析
して解釈し，表現するなど，科学的に探究している。
【態】)総合的な現象に対して主体的に関わり，科学的に
探究しようとする態度を養うこと。。また自己が立てた学
習目標に即して計画を立て、実行・改善を行おうとしてい
る。

A　単元名　力学・波動力学
【知】力学・波動力学の各単元内容についてグラフや式を
用いて、定量的に捉えられている。
こと。
【思】力学・波動力学における各単元の内容を組み合わ
せて、日常生活に関わる問題など単元を横断した総合的
な現象理解について，見通しをもって観察，実験などを行
い，得られた結果を分析して解釈し，表現するなど，科学
的に探究している。
【態】) 力学・波動力学分野に関わる現象に対して主体的
に関わり，科学的に探究しようとする態度を養うこと。。ま
た自己が立てた学習目標に即して計画を立て、実行・改
善を行おうとしている。

B  単元名　波動力学・熱力学・電磁気学
【知】波動力学・熱力学・電磁気学の各単元内容用につ
いてグラフや式を用いて、定量的に捉えられている。
こと。
【思】波動力学・熱力学・電磁気学における各単元の内
容を組み合わせて、日常生活に関わる問題など単元を
横断した総合的な現象理解について，見通しをもって観
察，実験などを行い，得られた結果を分析して解釈し，表
現するなど，科学的に探究している。
【態】) 波動力学・熱力学・電磁気学に関わる現象に対し
て主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う
こと。。また自己が立てた学習目標に即して計画を立て、
実行・改善を行おうとしている。

評価基準

A
大学入試共通テスト対策の演習

Ｂ
大学入試共通テスト対策の演習


